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令和６年度施政方針 

～夢と希望を描き幸せを実感できる村～ 

はじめに・・・踏み出すその一歩が道となる 

 本日、令和 6 年第１回多良間村議会定例会の開会に当たり、令和６年

度の予算（案）をはじめとする諸議案をお願いするに当たり、私の新年

度の村政運営に臨む所信を申し述べさせていただき、村民の皆様並びに

議員各位のご協力を賜りたいと存じます。 

 本年元日、震度７を観測した能登半島地震は、家屋など建物の倒壊を

はじめ、大規模な火災の発生、津波による家屋の破壊など、甚大な被害

をもたらしました。ここに改めて、お亡くなりになられた方々に、心か

らご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆様にお見舞いを

申し上げます。 

 翌日の２日には、幾重もの安全対策を施している、我が国の航空シス

テムにおいて、旅客機と被災地支援に向かう海上保安庁の航空機が、衝

突炎上するという、信じられない事故も起きました。この二つの悲しい

出来事を教訓に、多良間村の安全対策について、見直す必要性を感じて

います。 

 さて、村民皆様からの負託により村政をお預かりさせていただき、３

期目の 2 年８か月が過ぎました。これまでの間、広い視野で物事を全体

的に大きくとらえ、実践は小さなことを積み重ねていくという「着眼大

局、着手小局」の考え方のもと、限りある行政資源を効率的かつ効果的

に活用し、これまでにない様々な施策・事業に果敢に取り組んできたと

ころです。残された任期はあと 1 年余となりましたが、引き続き村民の

皆様の期待に応えられるよう、全力で取り組んでまいります。 

 

 ロシアによるウクライナ侵略から 2 年が過ぎ、終わりの見えない泥沼

化となっています。この間、多くの尊い命が失われていることに、深く

憂慮し強い憤りを覚えます。一日も早く穏やかな日々が訪れることを願

ってやみません。この戦争の影響は、両国のみに留まらず国際社会を巻

き込み、我が国にも原油や資材、食料品等の価格高騰という形で、国民

の暮らしを圧迫し続けています。 

 こうした社会情勢のなか、村財政状況につきましては健全性を維持し

ているものの、エネルギー価格や物価高騰などにより、行政運営経費が

増加傾向にあり、大規模な事業着手のほか、デジタル技術を活用した新
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たな行政サービス需要の高まりなど、村を取り巻く社会経済環境は、急

速に変化し続けている状況にあります。しかしながら、村民皆様の負託

に応えていくためには行政は立ち止まるわけにはいきません。今後とも、

村民皆様の生命・財産・暮らしを守ることを行政最大の使命と強く受け

とめ、多様な行政ニーズに応えられるよう、景気の下振れリスクや国・

県の動向を注視しつつ、村民生活に直結する重要な事業には、積極的・

効果的に進めることで、持続可能な村づくりを進めてまいります。 

 

 政府は「歳出構造を平時に戻していく」との基本方針のもと編成した

令和６年度予算案を閣議決定し、年度末までには成立の見通しとなって

います。一般会計の総額は、原油価格・物価高騰、社会保障関係費、能

登半島地震等を踏まえながら前年度比１．６％減の１１２兆５，７１７

億円と過去２番目の規模となりました。そのうち地方交付税は対前年度

比１．７%、３，０６０億円増の総額１８兆６，６７１億円となっていま

す。 

 一方沖縄県の当初予算案総額は、前年度比１９３億円、２．２％減と

なる８，４２１億円となりました。当初予算総額が前年度を下回るのは

２０１８年度以来６年ぶりとなります。主な要因として、国からの新型

コロナ対策費や物価高騰対策費の、減少によるものとされています。 

 多良間村といたしましては、村を取り巻く社会経済環境が急速に変化

しているなか、それに対応する村政運営のあり方といたしましては、常

に一歩先を見据えた視点をもち、様々なつながりから新たな発想やイノ

ベーションを生み出すことで、少子高齢化・人口減少や多様化する村民

ニーズ等の課題に、積極的かつ柔軟に取り組んでまいります。 

 「雲外に蒼天あり」たとえさまざまな困難や障害があっても、努力を

続けていれば必ず道は拓ける。このことを信じ村民の皆様と一歩一歩前

進してまいります。 

 それでは、令和６年度の主要な施策と事業概要について、ご説明申し

上げます。 

 

一つ目に地域経済を潤し活気あふれる村づくり 

 日本経済は、コロナから脱した今、個人消費が拡大し、設備投資も底

堅く推移、内需拡大主導で景気回復の様相がみられます。緩やかな金融

緩和政策と輸出回復で景気の拡大は継続し、経済の成長率を押し上げる

可能性があり、良い方へ向かっていると言われています。しかしながら、

世界情勢は混とんとしたままです。 
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 多良間村も、肥料・飼料や燃料価格の高騰による経営の圧迫など、農

業を取り巻く環境は大変厳しい状況が続いています。さらに、子牛の価

格が低迷し、畜産農家にとりましては、追い打ちをかけた厳しさとなっ

ています。このような、物価高騰による苦しい村民生活に対し、いくら

かでも村民生活支援ができればと、全村民一人当たり２万円の「生活支

援クーポン券」を昨年末から発行しております。このことで、村民の皆

様の消費を喚起し、地域経済の活性化に寄与できるものと期待します。 

 

本村においては、農薬・化学肥料削減など、農業の環境負荷低減に取

り組み、環境保全型農業や、堆肥センターを核とした耕畜連携による資

源循環型農業を柱に、環境に優しい特色ある農畜産物の生産を、推進し

てまいりました。 

農業従事者の高齢化が進む中、地域農業を牽引する担い手の減少や労

働力不足により、農業生産基盤を維持できなくなることが、危惧されて

います。そのため、限られた担い手でいかに農地を守り、本村の特色を

生かした農業を魅力ある農業経営として、維持・発展させていくかが、

大きな課題であります。こうした課題解決にむけて、スマート農業の普

及・拡大を推進することにより、労働力の軽減や農作業の効率化が図ら

れ、生産性の向上及び経営規模の拡大につながるものと考えます。 

 水あり農業に向けた国営事業については、令和 5 年度から進められて

いる「全体実施設計」が、新年度で骨格がほぼ出来上がります。事業着

工に必要な環境整備が必要となり、村としても受け入れ態勢を整えなけ

ればなりません。多良間村にとりまして後にも先にもないような、大き

なプロジェクトの骨格が出来上がる、重要な年となります。 

農地基盤整備も団体営・県営とも年々進められており、さらに安嘉応

原地区、阿波利真地区も進められます。 

 一方、各地における農業の傾向として、化学肥料の使い過ぎで、土壌

に活力が失われつつあると言われています。農業の基本は「土づくり」

であり、土壌に活力を与え続けなければ、循環型農業は成り立ちません。

そのためには、良質な堆肥が必要であります。本村堆肥センターでは、

バルヂス菌を使って、70℃～80℃で発酵させる堆肥作りを実証していま

す。今後、多量生産により農家が使用することで、減化学肥料等土壌改

良による「土づくり」ができ、作物全般に大きな効果が発揮できるもの

と考えます。水あり農業とともに土に活力をつけることで、品質・量と

もに良い農産物の生産で、農家所得の向上と持続可能な農業ができるも
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のと期待いたします。 

 農業経営の基盤強化として、地域が抱える高齢化や担い手不足の問題

解決に向け、これまでも進めてきた地域の中心経営体となる認定農業者、

新規就農者及び営農組織などの、経営体や後継者の育成に取り組みます。 

 あわせて、農地中間管理機構を通じた、農地の集積と集約化を進める

ことで、多様で競争力の高い経営体の効率的な農業生産による、農業所

得の向上と安定化を図るとともに、農地の適正管理を推進します。 

 作物別には、さとうきび、葉たばこ、かぼちゃ、ニンニク、唐辛子、

ささげ、ノニ、冬瓜、施設野菜等について、引き続き単収・品質の向上

を図り、農家所得向上に向けた施策を、展開してまいります。 

 畜産については、飼料価格の高騰に加え、子牛価格の低迷で、大変厳

しい状況が続いております。畜産農家にとりましては、長いトンネルの

中、がまんを強いられていることに、心が痛みます。ただ、日頃の飼養

管理で、増体、肉質の優れた、購買者の好む子牛生産に努めることが、

今できることと捉え、励んでいただきますよう切にお願いいたします。 

 山羊（ピンダ）事業につきましては、県内の需要が高まり、品薄とな

っているようです。本村も同様で、需要に供給が追いつかない状況にあ

ります。ピンダアース大会や販売価格補助等で増頭機運を高め､増頭に向

けた取り組みを支援してまいります。 

  

 水産業の振興につきましては、水産物の荷捌き、直売施設整備、製氷

機設置等について、漁民との合意形成を図っていますが、未だに纏まっ

ていません。今後とも漁民の意見を反映しながら、検討を進めます。 

観光振興に関しましては、旅行の形態が個人旅行にシフトし、観光に

求められるニーズも、モノの所有に価値を置く消費行動の「モノ消費」

から、目には見えない体験や経験を重視する「コト消費」への転換や、

「滞在型・回遊型の広域化」など多様化していると言われています。ま

た、人口減少・少子高齢化が進展する中、国内外からの交流人口拡大や

旅行消費によって地域の活力を維持することが、地域の発展の鍵と言わ

れます。これらのことを踏まえ、村内観光関係者の連携を深め、観光地

域づくりの推進体制を強化してまいります。 

 

二つ目に子どもが健やかに育ち、いきいきと輝く村づくり 

 将来にわたって私たちの村が活力を維持・発展させていくための原動

力となるのは「人」であり、「人づくり」が村の根幹になります。そして、

その中でも特に重要なのが未来を担う子どもの育成であり、そのための
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環境をしっかりと整えていく必要があります。 

学校教育は、子ども達を取り巻く環境の変化や、教育課題が多様化す

るなか、小学校と中学校の垣根を超えた義務教育 9 年間を通した、系統

性・連続性のある教育のあり方が求められています。自立した子どもを

育むために、小中連携した教育を推進し、確かな学力向上に向けて、取

り組んでまいります。また、いつの時代でもあいさつができる礼儀正し

い子どもの育成は、重要となっています。 

その小中連携した教育を推進するなかで、子ども達一人ひとりが、得

意分野を伸ばすことで夢を膨らませ、自信をもてるよう、個性を伸ばす

教育環境を整えることが大切です。個性を伸ばす教育と一人も取りこぼ

さない教育を進めるためには、何よりも先生の指導力は大きく、先生方

が児童生徒一人ひとりと向き合える時間を、確保することが重要であり

ます。子どもと向き合う時間を確保することで、児童生徒への教育面や

生活面でのサポートが、充実したものになると考えます。 

また、地域と学校が連携して、子ども達の学びや成長を支えることが、

重要な要素となっています。将来の地域の担い手となる子ども達が健全

に育つよう、地域と学校との連携を深めながら、地域とともに育てる機

運を図ってまいります。 

子ども達の成長のためには、読書を習慣つける事は大変重要になって

います。知識や教養の向上はもとより、優しさや勇気、創造力など子ど

も一人ひとりの心の豊かさが育まれ、豊かな人間形成と合わせ、学力の

向上が図られるものと考えます。情操教育の推進や読書運動など、地域

とのふれあいを伴ったふるさと学習をとおして、児童生徒の豊かな心・

郷土を愛する心の育成に努めてまいります。 

 そして、引き続き総合教育会議の開催により、地域の教育の課題やあ

るべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推進を図って

まいります。 

 少子高齢化による人口構成変化が、社会の活力低下を招き、インター

ネットその他の高度情報通信ネットワーク（IoT、AI、DXなど）の進展で、

社会は複雑多様化しています。このような変化の激しい時代には、直面

する諸課題が山積していて、これを乗り越えていくための知識が求めら

れています。そのためには、一人ひとりが生涯にわたり学び続けるとと

もに、それを地域で支えていく必要があります。このような、社会の変

化に対応し、心の豊かさや生きがいをつくり、より豊かな人生を送るた

めにも生涯学習を推進してまいります。 
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三つ目に安心して健やかに暮らせる村づくり 

 各地で、脳血管疾患による死亡率が高いことや、肥満の割合が高いこ

となどが、健康課題として挙げられています。村民の皆様自ら健康に関

心を持ち、運動の習慣やバランスのとれた食事など、主体的に健康づく

りに取り組むことができる、環境づくりを進めてまいります。 

健康は、生きがいのある充実した生活を送るうえで、最も重要で基本

的な条件であります。この実現には一人ひとりが主体的に「自分の健康

は自分で守る」という、意識をもつことが重要であります。 

我が国の健康寿命の平均は（2022 年現在）男性 72.68 歳、女性 75.38

歳で平均寿命から健康寿命を引くと、男性が 8.79 年、女性は 12.19 年要

介護の状態といわれています。高齢者の健康づくりや生きがいづくりを

推進し、健康寿命を延ばし、平均寿命との差を縮めていくことで、健康

で長寿を楽しんでいただけるよう、取り組んでまいります。 

 国民健康保険制度は、国民皆保険体制の中核を担い、地域医療の確保

や地域住民の健康増進に貢献してきました。しかし、少子高齢化の進展

や医療の高度化に伴う医療費の増加等により、一層厳しさを増していま

す。医療分野においては、令和６年秋にはマイナンバーカードによる、

オンライン資格確認の導入に伴う、健康保険証の廃止に向けて、取り組

むこととされています。 

本村の高齢化率は、令和３年時点で３１．８％となり、令和１２年に

は３８．８％となることが予測されています。こうしたなか、介護保険

における要介護認定や介護給付費の増加が見込まれ、介護予防事業や高

齢者の社会参加を促すための施策など、これまでの取り組みを充実させ

るとともに、令和6年度からスタートする第9次高齢者保健福祉計画（介

護保険事業計画）に沿って事業を進めます。尚、第９次の介護保険料基

準月額は、第８期の６，０４０円から２４０円引き下げられ５，８００

円に設定されました。 

高齢化が進むなか、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよ

う、引き続き認知症に関連する包括的かつ継続的な支援に、取り組んで

まいります。 

また、地域で暮らす高齢者を、地域で助け合い、支え合う関係づくり

を強化するための活動を支援してまいります。 

高齢化の進展によって、老々介護や引きこもりの５０歳代の子どもを

８０歳代の親が面倒を見る「８０５０問題」などが、社会問題化してい

ます。地域の担い手、介護の担い手不足も顕在化しているなかでは、今

後より一層、地域ぐるみで見守り合い支え合える、体制を強化していく
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必要があります。 

 長年にわたり社会に貢献されてきた方々に対し、長寿をお祝いすると

ともに、生きがい・健康づくりを進め、７０歳以上の敬老祝い金につい

て、新年度から各年代ともに増額して支給いたします。 

 さらに、高齢者の熱中症発症を予防するため、自宅にエアコンのない

高齢者世帯のエアコン購入及び設置に要する費用を補助し、在宅高齢者

の福祉の向上を図ってまいります。 

 

四つ目にともに備え命と暮らしを守る村づくり   

 能登半島地震の発生は、地震による災害について、改めて考えさせら

れる機会となりました。１７７１年先島地域を襲った「明和の大津波」

から、今年で２５３年となります。過去には大型台風による大災害など、

繰り返し起きてきました。こうした過去の教訓を活かし、地震や津波を

正しく恐れ、正しく備えることが必要です。日本列島各地で起きている

災害は、私たちにいつ起こるかわからない災害の怖さと、その備えの重

要性を教えています。同時に避難や情報伝達のあり方などの課題を、明

確化するものとなっています。改めて、村民の暮らしと安全を守る、地

域防災強化への思いを強くしているところです。 

このようなことを踏まえ、今後本村の重要施策として、危機管理を強

化し、村民の生命、財産を守るために取り組んでまいります。 

 

ごみ処理対策として、ごみの減量化・資源化は非常に大きな課題です。

限りある資源を大切にし、環境にやさしい社会を形成していくことが、

求められています。そのことから、食品ロス・生ごみの減量化及び再利

用、また、ごみの分別回収を徹底することで資源化を促進し、循環型社

会の形成に努めてまいります。 

水分の多い生ごみをはじめ、ごみの量が減れば処理経費も抑えられ、

焼却炉の負担減にもつながり、生ごみを家庭で処理する取り組みが広が

っています。生ごみを堆肥化することで、畑や家庭菜園に活用するとと

もに、ごみ排出量の削減にも貢献できます。そのようなことから、生活

ごみ減量化、リサイクル推進を図るため、家庭用生ごみ処理機の購入補

助を検討してまいります。 

水道事業については、効率的な事業運営を図るとともに、稼働から長

い期間を経過し、老朽化が進んでいることから、安定した水の供給を図

るため、設備等の更新に向け進めてまいります。 
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公共交通については、地域の移動ニーズを踏まえた、一体的な地域公

共交通網を検討するため、沖縄県の自動運転実証事業を推進し、地域公

共交通計画の策定を進めてまいります。 

寿命が長く、消費電力が少ない、低発熱、虫が寄りつきにくいなどの

環境負荷の軽減を図るため、公共施設や街頭の照明器具について、省エ

ネ効果の高い LED 器具へ順次交換いたします。 

 地域防災の要となる消防団につきましては、訓練や啓発活動に積極的

に取り組み、その活動を盛り上げ、体制の強化と地域の安全につなげて

いきます。 

 新年度で村内の身近な公園として「たらぴん公園」の利用が開始され

ます。この公園は、子ども達だけでなく、高齢者や一般の方も活用でき

る、多目的広場としての機能があります。子ども達の遊び場として、高

齢者と子どもや親子のふれあいの場として、また、健康のための運動が

できる場としてなど、地域全体の憩いの場として、幅広く親しまれます

よう期待しています。 

 

五つ目に総合的な人口減少対策 

 多良間村の大きな課題は、人口減少・少子高齢化であります。人口減

少が続くと地域の活力が低下し、村の将来に影響を及ぼすことが懸念さ

れます。地域社会の活力を向上させるのは「人」であり、地域に根差し、

地域の発展に貢献していく人材を、確保していくことが重要であります。

移住・定住のためには雇用の確保、住まいの支援、教育、子育て支援な

ど総合的な支援が必要であります。いずれもこれまで積極的にすすめて

きたものでありますが、継続的に実施していくことで、必ず効果は発揮

できるものと信じます。 

 

多良間村のみならず、年々深刻さを増す少子高齢化は、地方の活力維

持や持続可能性に、大きな影響を及ぼす事態となっています。さらに、

生産年齢人口の減少が地域別に公表され、２０５０年推計で、県内の９

町村で４割以上減少するとされています。多良間村も４６．８％減少す

ることが予測されていて、人手不足がより一層深刻化することが憂慮さ

れます。地域の活性化を図るうえでも、若い女性を含めた働きやすい環

境を整えるなど、子育てしやすい環境づくりを、進めていくことが重要

であります。 

 これまでも、小中学校の給食費の無料化、高校生までの医療費無料化、

各種検定全額補助、派遣費補助など子育て支援施策の充実を、図ってき
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ました。子育て世代の経済的負担を軽減し、子育てを取り巻く環境を充

実させることで若い世代の定住を促進してまいりました。引き続き子育

て世代や未来の担い手である子ども達が、地元に誇りをもって将来にわ

たり住み続ける村づくりを進めます。また、奨学金利用者に対し、本村

に住んでいる期間、返済を免除する制度も導入してありますので、積極

的な利用促進を図ってまいります。 

  

 出生率低下の大きな要因は、晩婚化・未婚化にあり、少子化対策の重

要な鍵の一つは、結婚にあると言われています。そもそもなぜ晩婚化・

未婚化になったのか。さまざまな理由が複合的に重なって、こうなって

いると言われます。このような、複合的な少子化対策については、雇用、

子育て支援、医療、福祉等さまざまな政策を総合的・長期的に、粘り強

く取り組む以外ありません。 

 その一つとして、結婚を望む方が良きパートナーと出会い、結婚へと

結びつくような取り組みについて、重要性は理解しているものの、実行

に移す仕組みづくりが難しいのも現実であります。多くの方々の知恵で

アイデアや提案を出していただければありがたく存じます。 

 

六つ目に幅広い視野と柔軟な発想力の行政運営 

 人口減少や少子高齢化に伴い、様々な行政課題が拡大する中で、限り

ある行政資源を有効活用するためには、前例踏襲にとらわれず、時代の

流れに即した施策や、サービス改善を図りながら、的確に対応する能力

を高めていくことが、求められています。そのためには、役場職員一人

ひとりが全体の奉仕者としての自覚を持ち、コンプライアンスの意識を

高めるなど、職員の意識改革に取り組む必要があります。複雑多様化す

る問題を解決していくためには、「前例がないから」とか「これまでもや

ってきたから」とか、「国・県が言っているから」とかではなく、職員一

人ひとりが、「何が必要か」「何を見直す必要があるか」「どうすればでき

るか」など、常に問題意識を持ち、今一度考え、粘り強く取り組むこと

が大切であります。 

 また、幅広い視野と柔軟な発想力の向上を図り、知識や経験を村政に

生かせるよう、役場組織全体の底上げにつながる、人材育成の更なる充

実に取り組みます。 

 本村の行政力を高め、風通しの良い組織に生まれ変わるためにも、変

えるべきものは変え、守るべきものは守るという強い決意のもと進めて

まいります。 
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社会経済構造が大きく転換するこれからの時代に対応するために、国

はデジタル社会を実現するための司令塔として、デジタル庁を発足させ、

社会全体のデジタル化の取り組みを牽引しています。 

デジタル化の鍵となるマイナンバーカードは、その普及・利用の推進

が、国のデジタル社会の実現に向けた、重点計画の施策の一つとして掲

げられており、今後健康保険証・運転免許証との一体化により、利用者

の拡大や、スマートフォンへのマイナンバーカード機能の搭載など、利

便性を高める取り組みが進められています。 

働き手の不足が大きな社会問題となる今日において、デジタルの力に

よって、業務全体の効率化や最適化が図られ、これまでにない一人ひと

りのニーズに合わせた、質の高い行政サービスの提供が、実現できるも

のと考えます。 

これから様々な分野で社会変化が進み、国が目指すべき未来社会の姿

を示した、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を

高度に融合したシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立す

る、人間中心の社会と言われている「society５.0」（ソサエティー５）

の社会は、遠い未来ではなく、現実のものになってきます。新たな社会

の到来は、これまでの枠組みの変革であることから、困難に直面し、時

代に取り残されそうになる事もあるかもしれません。こうした変化の時

代こそ、SDGｓの前文にある「だれひとり取り残さない」という理念の共

有や、各々が他者を思いやる「やさしさ」が大切となっています。 

 

七つ目に健全で堅実な予算と主要な事業 

 令和６年度の予算は、各課の優先事業を考慮しつつ、さまざまな社

会・経済状況を踏まえ、編成したところです。歳入に見合った歳出を大

原則としつつ、厳しい財政状況にあっても、将来の村づくりを見据え、

今やるべき施策には積極的に投資し、事業の必要性・有効性などを重視

して配分したところであります。 

 予測不能な時代、大きな転換期、不安定な時代などと言われている今

日、社会情勢を見極め、限りある財源を計画的に配分し、個性的で活力

ある地域を将来にわたって持続させるため、身の丈にあった健全で堅実

な行財政運営を推進します。予算執行においては、限られた人材、限ら

れた財源の中で創意工夫を行い、適正かつ迅速に行ってまいります。 

 新年度の予算編成に当たりましては、財政の健全化を念頭に、事務事

業の検証と改善、事業の選択と集中を図りながら、限られた予算の効率
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的かつ効果的な執行に、努めるよう編成いたしました。 

 この考えに基づき編成いたしました新年度の当初予算案は、一般会計

総額２，３９８，１０５千円となり、前年対比４１４，８６５千円（１

４．８％）の減となりました。 

 特別会計につきましては、 

国民健康保健特別会計     １５５，３３７千円 

介護保険特別会計       １３４，０１４千円 

後期高齢者特別会計       １２，７７７千円 

水道事業特別会計       １８９，９９４千円 

となり、村全体の予算案は、２，８９０，２２７千円であります。 

 

次に、新年度における主な事業についてご説明申し上げます。 

 農業基盤整備促進事業として、大神地区、高瀬第２地区、迎原地区。

不発弾等事前探査事業、阿波利真地区調査測量設計業務、フタツガー線

改良工事、仲筋南北線整備工事、南原団地建物解体工事、南原団地建設

工事、製糖工場宿舎建設工事、教員宿舎新築工事、最終処分場改修工事、 

優良繁殖雌牛自家保留奨励補助事業、水道管路設置工事、県営土地改良

事業、国営事業全体実施設計等であります。 

 

むすびに・・・未来を描き、明日を創ろう 

 私は村長就任以来、多くの皆様からの心温かいご支援とご協力をいた

だき、そうした皆様のやさしさに応えられるよう、ただ全力で村政に邁

進してまいりました。農業基盤整備事業では、団体営として、仲皿地区、

真津阿地区、マガリ地区、水浜地区、高瀬地区、迎原地区、大神地区、

多良間第二地区、県営では、カッジョウ地区、種子川地区、安嘉応原地

区などの整備事業、製糖工場、過疎対策住宅、前泊港荷捌き場、観光拠

点施設、堆肥製造施設、全天候型グラウンド整備、村営住宅、たらぴん

公園、離島型畜舎等の建設工事やフェリー建造などのハード事業、さら

にフェリーの安全出入港のため、普天間港と前泊港の浚渫工事などを実

施してまいりました。また、児童生徒の給食費の無料化、高校生までの

医療費無料化、保育所・幼稚園児の保育料無料化、村営学習塾開設事業、

各検定費・派遣費の全額補助、自然文化継承事業、優良繁殖雌牛導入支

援事業、優良雌牛自家保留奨励事業、村制施行百周年記念事業（百周年

記念誌発刊、たらぴん制作、百周年記念碑・感謝の碑建立）などのソフ

ト事業について、取り組んでまいりました。このように数多くの事業が

執行できたのは、村民の皆様、議員各位のご協力と、全職員による多大
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なる活躍の賜であり、改めて感謝申し上げます。 

また、多くの村民の皆様が、豊富な知識や経験を活かして、様々な分

野で熱心に、そして活発に取り組まれております。これらの「地域力」

を伸ばし、村民の皆様の幸せの実現、将来の多良間村の基盤を築き上げ

ていくことが、今、私に課せられた最大の責務であります。 

 これからも、多良間村が未来に向かって大きく飛躍できるよう、時代

の変化を的確に捉えながら、未来に責任を果たす村政運営を旨とし、こ

れまでの取り組みを加速・発展させ「住みたい村、住み続けたい村」の

実現に向け全力で取り組んでまいります 

 

 すべての村民がそれぞれの強みを活かして協働し、社会的に弱い立場

の方や村民すべての方が、ともに手を携えていけば、新たな社会の到来

が希望に満ちたものになり、豊かな村が実現できるものと信じます。 

新たなステージの扉を開き、次の一歩を踏み出すためには、その時々

に起こった変化を受け入れたうえで、自身の未来を描き、どうすべきか

を行動することで新しい未来が創られていきます。 

 リーダーとは、夢を語り、人々に夢を与えて人々とともに夢実現に向

けて歩み、誰もが夢を語ることのできる社会を実現する。いわば、自分

自身で将来のビジョンを描き、共感を得て、実行することであると思い

ます。村民が求めていることを常に探求し、誰もやったことがないこと

でも、我々がやるという気持ちで、道を切り拓いてまいります。 

 

「ファーストペンギン」という言葉があります。集団で行動するペン

ギンの群れの中から、天敵のいるかも知れない海の中へ、群れのためエ

サを求めて最初に飛び込む、勇敢な１羽のペンギンのことです。このペ

ンギンのように、失敗を恐れず、「明るい豊かなゆかり゜村」実現に向け

て何事にも挑戦してまいります。 

 以上、令和６年度の主要施策について、述べさせていただきました。 

 今後とも私が掲げる、すべての村民の皆様が「豊かさ・幸せ」を実感

できる村として、引き続き全力を尽くしてまいる決意であります。 

村民の皆様、議員各位には、引き続き、ご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げまして、私の施政方針とさせていただきます。 

令和 6年 3月 12 日 

多良間村長 伊良皆 光夫 


